




　　大津市の水道は、琵琶湖の恵みを受け、昭和５年に

給水を開始して以来、市域の拡大と市勢の発展ととも

に、その水需要に応えるために上水道の整備を計画的

に進め、お客様である３４万人の市民の皆様に、清浄に

して豊かな水をお届けしてまいりました。

　　平成２０年３月に「大津市水道ビジョン」を策定し、安全

で安定した水道水を市民の皆様にお使いいただく

ため、これまで計画的かつ効率的な事業運営に努めて

まいりました。

　　このたび、現行のビジョンが目標年度を迎えたこと

から、計画期間を平成２８～４０年度とした「湖都大津・新水道ビジョン」を新たに策定

しました。

　　今後、人口減少社会の到来や水需要の減少など水道事業を取り巻く環境は大きく

変わっていく状況の中で、「お客様との信頼を　未来につなぐ　湖都大津の水道」を

将来像と掲げ、本ビジョンの施策や事業を着実に進め、将来にわたって、これまでと

同様に、安全で安心な水道水をお届けできるように努めてまいります。

　　これからも、快適で住みよいまちづくりを目指し、「住み続けたいまち大津」となる

よう健全で持続可能な経営や市民の皆様へのサービス向上を図ってまいります。

　　最後になりましたが、本ビジョンの策定にあたり、貴重なご意見やご提言を賜りました

大津市水道事業経営検討委員会委員の皆様をはじめ、大津市水道需要家意識調査や

パブリックコメントにご協力いただいた市民の皆様並びに関係各位に対しまして、心から

感謝を申し上げます。
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